
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

挑戦的萌芽研究

2015～2014

豚舎内における非侵襲な呼吸器感染症早期発見に関する基礎研究

Fundamental researches for non-aggressive early detection of respiratory tract 
infection in pigpen

５０２４１７９０研究者番号：

水谷　孝一（Mizutani, Koichi）

筑波大学・システム情報系・教授

研究期間：

２６６６０２０２

平成 年 月 日現在２８   ６   ３

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究課題では，豚呼吸器感染症の早期発見を非侵襲に実現するために，動画像情報と音響
信号に基づく見守りシステムに関する基礎研究を行った。具体的には，咳・くしゃみ音の音源位置推定技術，画像認識
による感染個体の識別法，豚個体別の咳・くしゃみ計測法を検討し，豚舎のような劣悪な環境下でも見守りを実現する
検出，位置推定，トラッキングが可能となった。これを以て，実際の豚舎において長期間に亘り見守りシステムの稼働
を行い，大規模データを取得した。加えてこの大規模データから見守りの精度を向上する手法も検討を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, we had fundamental researches based on motion image information 
and the sound signal with the aim of the non-aggressive early detection of respiratory tract infection. 
Specifically, the sneezing and cough detection, the sound localizations and the tracking for each pig 
become available based on the developed the method to estimate the sound source position of the cough and 
sneezing sounds, the identification method of the infected individual by the image recognition, and 
individual monitoring in pigpen even if the environment is inferior such as the pigpen. In addition, we 
have considered the technique to improve precision of the monitoring of these large-scale data.
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１．研究開始当初の背景 
 
 養豚農家の減少に伴い，一戸あたりの豚の
飼養頭数の増加しており，感染力の強い呼吸
器感染症のリスクが大きく変わってきてい
る。しかしながら，現状の人力による検出で
は早期発見が困難である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、豚舎内における豚の呼吸
器感染症の早期発見が可能なシステムの構
築と運用，大規模データ収集である。 
 目標を達成するために，豚舎内の音像と画
像の統合を行うことで自動化された豚個体
別の咳・くしゃみ計測法を確立し，常時計測
により大規模データの取得を行う。また，監
視と同時に危険度などを自動推定する動的
データベースの構築を行うことで計測だけ
ではなく，異常の発見が可能なシステムの構
築を行う。 
 
 
３．研究の方法 
 
 目標達成のため，Table 1 に示す課題を実
施した。 
 

Table 1 本研究における課題一覧 
--------------------------------------- 
課題 A：咳・くしゃみ音の音源位置推定技術 
課題 B：画像認識による感染個体の識別法 
課題 C：豚個体別の咳・くしゃみ計測法 
課題 D：豚舎内における大規模データの取得 
課題 E：動的データベースの構築 
課題 F：成果の利活用 
--------------------------------------- 
 
 
４．研究成果 
 
 つくば市内に位置する養豚場において，豚
舎内における大規模データの取得（課題 D）
が可能な見守りシステム（Fig. 1）の構成を，
マイクロフォンアレー，カメラ，A-D/D-A コ
ンバーター，収録用 PCにより行った。 
 

 

Fig. 1見守りシステム概要 

 
 以下では，この見守りシステムで得られた
データを基に解析・判別手法の開発を行った。 
 まず，咳・くしゃみ音の音源位置推定精度
向上（課題 A）のために，Fig. 2に示すよう
な構成で複数のマイクロフォンアレーを組
み合わせる手法を開発した。その結果，通常
の豚舎のような反射環境下においても，約 1 m
以内の精度で推定が可能となった。 
 また，豚個体が発するくしゃみのみならず， 
咳音の計測を行った（Fig. 3）。これにより，
課題 Aと合わせて，個別の咳・くしゃみ計測
が可能となった（課題 C）。 
 

 

Fig. 2 マイクロフォンアレーの組み合わせ
による位置推定精度の向上 

（○：1組のマイクロフォンアレーによる推
定，●：組み合わせによる推定） 

 
 

 

Fig. 3 豚体が発する音 
（咳，くしゃみ，各種鳴き声） 

 
 

 
Fig. 4 テンプレートマッチングによる識別 
 
 
 次にカメラより得られる動画像情報から，
豚体位置の推定を行う手法をテンプレート



マッチングにより行った。その結果，豚体の
向きも含めた位置推定（課題 B）を可能とし
た（Fig. 4）。 
 
 さらに，これらの検出手法を組み込んだ見
守りシステムを長期運用することにより，動
的なデータベース構築（課題 E）に取り組ん
だ。その結果，通常は収録時に外乱が多く推
定精度の向上が困難な「咳・くしゃみ音」の
より明確なテンプレート音響信号の生成が
可能となった。Fig. 5にその一例を示す。 
 
 これらの成果，見守りシステムを以て，引
き続き呼吸器感染症を発症した豚体の顕在
化する症状の計測・見守り手法を今後さらに
検討して行く必要がある。 
 

 
Fig. 5 複数の収録音から推定された明確な

テンプレート音響信号 
 
 
 今後は，当初からの予定であった基盤研究
(B)の採択を受けている。また管理環境下で
体調異常を期す豚体のデータを取得可能な
研究体制が整った。 
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